
「大学生の創造的思考の測定とその構造分析に関する研究」 

（鳥取大学地域学部人文社会科学研究の倫理委員会 受付番号 07-07） 

大学生の創造的思考の測定とその構造分析に関する研究についての説明 

 

1. 研究協力者の権利 

調査開始前に研究の主旨、方法等について本説明書により、よくご理解いただいたうえで参加するか

どうかを判断してください。研究協力者となることは自由意思によるものであり、同意をされない場合

において不利益が与えられることはありません。また、同意をした後でも調査が継続できなくなった場

合やその意思が無くなった場合には、いつでも回答をやめることができ、そのことにより何ら不利益が

与えられることはありません。 

 

2. 研究の目的・意義 

 近年、社会情勢は多様に変化しており、学校教育における創造性の育成はより一層重視されていま

す。しかし、2025 年実施の「創造力に関するグローバル調査」において、【自分を創造的だと思う】と

回答した日本人は 24.8%と他国に比べ低い結果となりました。創造性の育成に取り組んでいるものの実

際に向上しているとは言い難いです。また、創造性の発達において KJ 法や自由連想法など様々な方法

がありますが、実際にどのようにして育成していくことが望ましいか明らかではありません。そこで、

創造力の発達のピークとされる青年期における創造性を測ることで、実態を把握するとともに教育の改

善へつなげることを目的とします。 

 

3. 研究方法   

これから 3 枚の絵を使用して２分程度の物語を２つ作成してもらいます。作成後、創造的自己の質問

紙に答えていただきます。また、創造性はアイデアを産出する過程のみでなく、表現過程も重要である

とされているため、作成した物語を話していただきます。聞き手が入室するので、作成した物語をそれ

ぞれ２分程度ずつ話してください。録音のみでは聞き取りづらい箇所がでる可能性があるため、聞き手

は文字起こしを行いながら話を聞いています。話している様子は、ビデオで録画、録音させていただき

ます。録画、録音データは、テーマの多様性や語彙の独自性を指標化し、創造性の特徴や構造を明らか

にします。発話後に再度、創造的自己の質問紙に答えていただきます。最後に、安心感の質問紙に答え

ていただきます。安心感の質問紙は各人で発話状況に差がないかを確認するためです。所要時間は、説

明時間を含めおよそ 60 分程度を想定しています。調査への協力のお礼として、わずかですが謝礼品を

お渡しします。また、本研究において作成された物語のコンテストを実施します。優秀作品上位 3 名に

は図書カード 3000 円分を差し上げます。 

 

4. 研究協力への同意と撤回について 

研究協力者様にこの研究の主旨を理解し協力に同意していただいた場合に限り調査を行います。これ

は、強制ではなく研究協力者様自身の意思が尊重されます。調査についてご協力いただけるようでした

ら、同意書に記入していただきます。 



研究に協力されない場合でも、研究協力者様が不利益を受けることはありません。この調査では、協力

者番号で管理を行うため、個人が特定できない形で保管・解析します。データ収集後に特定のデータを消

去することは技術的に出来ませんので、ご了承ください。 

提供いただいたデータについては、本研究終了後、将来新たに計画・実施される研究目的に使用しま

す。これにつきましては、新たな研究計画について所属機関の倫理委員会からの承認を得た研究に限り

使用します。 

 

5. 協力者への利益と不利益について 

本研究は基礎研究であり、協力者の方個人には直接の利益はありません。また、協力者の方個人に予想 

される不利益はございません。調査への協力のお礼として、わずかですが謝礼品をお渡しします。 

 

6. 個人情報の保護について 

 この調査では、記録のためにビデオカメラでの録画、録音を行いますが、いずれも個人情報保護法にの

っとり適切に処理します。個人が特定できない調査データを取り扱う際には記号で管理した上、研究責

任者の下で鳥取大学地域学部にて保管されます。また、同意を得ることができた場合、研究終了後、さら

なる研究の発展のために活用されます。研究成果は、学会や学術雑誌、メディア等を通し発表や公表しま

すが、その際は個人を特定されることはありません。データについては研究成果発表後から 10 年間保管

し、その後、紙媒体のデータ・同意書等はシュレッダーで裁断するなどして廃棄します。また、電子デー

タについては消去ソフトを用いて媒体より完全な消去を行い破棄します。 

 

7. 知的財産権などについて 

 この研究の成果によって知的財産権が生じた場合、研究協力者がその権利を有することはありません。 

 

8. 研究の実施者及び責任者 

 実施者：吉田 悠華 （鳥取大学地域学部 4 年生） 

 責任者：谷中 久和 （鳥取大学地域学部 准教授） 

 

9. お問い合わせ先 

この研究についてのお問い合わせや苦情は、下記担当者までご連絡下さい． 

 

鳥取大学地域学部 准教授 氏名 谷中久和 

 連絡先  

 所在地：〒680-8551 鳥取県鳥取市湖山町南 4 丁目 101 鳥取大学地域学部谷中研究室 

 電話番号：0857-31-5074（研究室） 

 e-mail：yanaka@tottori-u.ac.jp 


